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【目的 】 IUGR の 早期診断は周産期胎児管理 上重要 で

あ る。今 回 我 々 は 胎児胎盤循環動態を 究明す る一
手段

として ， リニ ヤ電子 ス キ ャ ン ・パ ル ス ドッ プ ラ装置を

用い て 臍帯静脈血流量を測定 し ， さらに 臍帯動脈波形

を分析 し，Puslsati！ity　Index （PI ）を求 め ，正 常

群と IUGR 群 と を 比較検討 した 。 【方法 】対象 は，妊

娠29〜39週 まで の 胎児，正 常群52例と IUGR 群 12例で

あ る 。 装置 は 東芝 SAL 　50A − SDL 　OIを使 用 し，リア

ル タ イ ム 超音波断層法で 臍帯静脈，動脈の 走行 ， 血管

内径を計測 し波形 を 記録 した 。 血流量 V は ， V・＝S× Cx

F × 〔1／2 （cos θ× f。 ）〕，S ：断面積，　 C ：音速 ，　 F ：

時間平均周波数，f。 ：リフ ァ レ ン ス 周波数で 求めた。

動脈血管抵抗 PI は，　PI＝＝（A − B ）A ，　A ：peak 　 velr

city 　B ：endo −diastolic 　 velocity に よ っ た 。【成

績 】  臍帯静脈血流量は，妊娠29〜35週 に お け る正 常

群 268．2± 62，7me／min ，　I　UGR 群 155．8± 35．0祕 ／魏 。

妊娠36〜39週 に おける正常群 322．0± 48．9祕 纏 ， IUGR

群 210．3± 51．5ndmin。   PI は妊娠29〜35週 に お け る正

常群 D．63 ± D．07，IUGR 群 0．73± 0．01 。 妊娠36〜39 週

に お け る正 常群 0．55 ± D．06，IUGR 群 0，71±O．04 で あ

っ た 。こ の 成績 よ り ， 臍帯静脈血流量は正常群，rUGR

群 と も妊 娠 週 数 に 伴 な い 増加 傾向を 示 し た が ，

IUGR 群 で は 正 常群 に 比 して 低血流 量 で あ っ た 。

PI は正 常群 で は 妊娠週数と共 に 低下した が ，
　 IUGR

群 で は低下を示 さな か っ た 。 臍帯静脈 if［i流量 と PI は

正 常群 と IUGR 群 の 間 に有意差 （P 〈0，001）を認め

た。 こ の PI 測定 に よ り，　 IUGR の 診断が よ り確

実 にな っ た。【結論 】本方法は非観血的に in　 utero

で 行 な わ れ ，従 来 の 方法 に 臍 帯静脈血 流 量 と 臍帯

動 脈血管抵 抗 とを 加味す る こ と に よ り IUGR の 診

断 が よ り確 実 に で き た 。

〔目的〕 ヒ ト胎 児 に 澄 け る 循環 動態 の 生 理 お よび 病

理 を 解明す る こ とを目的 と して 、パ ル ス ド プ ラ
ー

法

を 用 い 、胸部
・
腹部大 動脈 と臍帯動脈 の 血流速度を

測定 し て Rtesistance　 index を 求 め 、正 常胎児と子宮

内胎 児発 育遅 延 例 の 血流 動 態 の 相違 に つ い て 検 討

した 。 〔方 法 〕電子 ス キ ャ ン で 胎児胸部・腹部大 動

脈 の 走行 と臍帯動脈 の 位置 を 確認 した 後、パ ル ス ド

ブ ラ
ー

法 に 切 り換え、血 流速度 波 形 を ドラ イ シ ル バ

ーペ ーパ ーに 記 録 し、Resistance　 index（RI）＝

Systol　ic　peak 　velocity
− End −diastolic 　vetoci 　ty／

Systolic　 peak 　 velocity を算 出 した 。 対 象 は 妊娠 20

週 か ら40週 ま で の ヒ ト胎児 25例 で あ り、 6例 が 子

宮 内胎児発 育遅 延 （IUGR ）で あ っ た 。 使 用 し た 装

置 は Toshiba　 SAI ・
− 50A ／ SDL − 01A 　 system で ある 。

〔成 績 〕 1．正 常発育を 示 し た 胎児 の RI は 胸 部大動

脈 と 腹 部大動 脈 で は、妊 娠 週 数に 関 わ らず ほ ぼ 一

定 で あ り、そ れ ぞ れ 0．8〜0，95 と 0．75 〜O．9 で あ っ た。
一

方、臍 帯動脈 で は、妊 娠 20週 で 0．8 で あ り、妊娠

週 数 の 進行 と と もに 低下 し、40週 で は 0，5 〜0．6 で

あっ た 。 2．IUGR 　6症例 中、5例 で 臍帯動 脈 の RI

が 0．7以 上 と異常高値を示 した 。
1 た 、胸部

・
腹部 大

動脈 で は、そ れ ぞれ 2例と4例で 異常 に 高 い 値 が み ら

れ た 。 正UG・R の 症例 間に 齢 け る RI の 値の 相違 と胎

盤 重量 や 新生児期 の ヘ マ トク リ ッ トの 間 に は、一
定

の 関係は見 い 出せ な か っ た 。 〔結 論〕末 櫓 血 管抵抗

の 指標 とさ れ る RI は臍帯 動脈 に お い て は、妊娠 の

進 行 と と もに低下 す るが 、IUGR で は こ れ らが 高値

とな る こ とが 分 っ た 。 こ の こ とは、胎盤 の 血 流 と

IUGR との 間 に 強 い 関連 が あ る こ とを 意味す る もの

で あ b、IUGR の 予知 だ け で な く、成 因 や 発現 過程 の

解 明 に も役 立 つ も の と思 わ れ る 。
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